ナ今夜はクリスマスイブ。

　街には楽しい音楽が流れ、子どもたちはクリスマスツリーを飾ってサンタさんからのプレゼントを今か今かと待っています。

空にはまあるいお月様。そのお隣にはとてもあか～い星が輝いていますね。

あの星はいったい何でしょう。

（ちょっと間）

おやおや、こいぬ座のプロキオンぼうやが望遠鏡で何かを探しているようですよ。

《プロキオンが望遠鏡でサンタさんを探している。》

プ「どこかなぁ～」

カ「よっプロキオンぼうや！何か探しものでもしてんのか？」

ポ「何を一生懸命探してるんだよ」

プ「あっふたご座さん（探すのに夢中）・・・ちょっとね（そっけなくあしらっている感じ）」

カ「おぉ、わが弟ポルックス！プロキオンったら『ちょっとね！』だってさ！」

ポ「ほ～んと、カストル兄さん。今日のプロキオンったら大人ぶっちゃって？」（普段ならいつも頼ってくるのにちょっとおもしろくない）

プ「なんだよ、ふたりとも。僕は今、忙しいんだってば！」

（プロキオン望遠鏡をのぞく。）

う「何してるんだも～」

プ「うっうわ！！！おっおうしさん！もぉびっくりさせないでよぉー」

プ「僕は今、サンタさんを探してるんだ。」（再び望遠鏡を覗きながら答えている）

オ「サンタさんは今、クリスマスプレゼントの準備に忙しいんじゃないのか？」

プ「そっかぁ。オリオンさん。みんなサンタさんのプレゼント楽しみにしてるもんね」

シ「それよりもプロキオン！ツリーの飾りつけは終わったの？」

プ「あっお母さん！ちょっと待って！もうちょっとだけ～！」

シ「まったく・・・早くしないととサンタさん、来てくれないわよ！」（もうやることやらないで・・・という感じ）

プ「は～い。ん？あれ？あの赤いのはなんだろう？赤いからサンタさん？・・・んっ？！何か近づいてくる？！」

ＳＥ　ヒューン

プ「うわーっ！！！！」

ＳＥ　ドン！！！

《ＵＦＯが近づいてきて、プロキオンとぶつかる。》

（プロキオン、火星人に気づく）

プ「うわぁ！君は誰・・・？・・・タコ？！」

火「ボッボク？か、火星・・・じん？」

プ「えっ！？火星人・・・？」

火「あっあそこ。赤いの」

プ「えっあそこからきたの？な～んだ。あれ、サンタさんじゃなかったんだぁ、火星だったのか。ところで君、あんなところからいったい何しにきたのさぁ」

火「あのね、僕、クリスマスツリーほしいの・・・」（ポソッとした感じ）

プ「えっ？クリスマスツリー？」

火「うん、火星には木がないの」

プ「えぇっ！！一本もないの？」

火「一本もないの」

プ「じゃあさ、地球の木をいっぱいもっていけばいいじゃん。いっぱいあるんだからさ」

火「ホント？！・・・わぁ～い！！」

プ「う～ん、でも、ＵＦＯに乗るかなぁ・・・」

（プロキオンの頭に、ＵＦＯに載せてる想像がうかぶ、が×）

カ「ばっかだなぁ～プロキオンは。持っていけるわけないだろ。」

ポ「そうだよ。それに、火星には水がないから、木を持っていったって枯れちゃうぜ」

プ「そうなの？！水もないの？」

オ「ずいぶん昔は火星にも水があったというがね」

火「うん・・・（困ったように）やっぱ・・・ダメ？」（悲しそう）

プ「大丈夫だよ！きっとどこかに、きみの星でも大きくなる木があるよ！一緒にさがしに行こう！」

火「一緒に・・・？ありがとう」

プ「お母さん、もどってきてからツリーの飾りつけをするよ」

シ「しょうがないわね、じゃあ気をつけていってくるのよ」

プ「うん。じゃあ、いってきま～す」

火「いってきま～す」

ＳＫＬ　シベリア針葉樹

火「わぁ～木がたくさん、たくさん～！」

プ「（プロキオンは得意げに）そりゃそうさ。地球は緑がいっぱいなんだよ！」

火「あれ？！あれは何してるの？」

《森の木がたくさん切られていく。機械で大量に木が切られている。》

プ「何してるんだろう・・・。どんどん木を切ってるよ・・・？」

火「わぁ～い！行ってみよー！」

ＳＥ　ウィ～ン　（木を切るチェーンソーの音）

プ「ダメダメ～、何だか危ないよ！」

プ「あっあっちも何かしてるよ！ちょっと行ってみよう！」

（火星人、プロキオン移動）

《おじいさん（実はサンタさん）と、とりが木を植えている。

とりはくちばしで苗をとるなどしておじいさんのお手伝いをしている感じ》

（おそるおそる）

プ「こ・・・こんにちは。」

火「こんにちは。」（プロキオンのマネ）

プ「おじいさん何してるの？」

サ「こうやって木を植えているんじゃよ」

と「そうなんじゃよ」

火「木を植える？」

プ「どうして植えるの？木はいっぱいあるじゃん」

サ「よぉ～く見てみなさい。ここに木はあるかい？」

プ「えっ？」

《プロキオン、火星人辺りを見回す。そこは何にもない荒地。》

プ「何にもないね。」

火「何にもない・・・ボクの星みたい・・・」

サ「じゃろう？でも、ほんの少し前まで木がいっぱいあったんじゃ」

と「そうだ。ここはおいらたちの住む森だったんだ」

サ「ここにはいろんな動物たちが生きていた」

と「でも、森はなくなった」

サ「突然、人間達が森の木を全部切りたおして持っていってしまったんじゃ」

と「あっというまの出来事だった」

サ「そして、動物たちは住むところを失ってしまったんじゃよ」

プ「そうなんだ・・・」

（その後、間が少しあってから絶妙なタイミングで）

と「だから、木を植える」

サ「みんなの住むところを少しでも取り戻すためにな」

火「そしたら、また住めるね！みんないつもどってくるの？あした？」

サ「いやいや」

プ「じゃあ、来週？」

サ「いやいや、まだまだずっと先じゃのう。立派な森になってみんなが住めるようになるにはあと５０年ぐらいかかるんじゃ」（しみじみと）

プ「ごっごじゅうねん？！あと５０年なんて僕待ってられないよ！おじいちゃんになっちゃうじゃん！」

サ「木が大きくなるのにはいっぱい時間がかかるんじゃよ」

と「今、植えないとおいらたち、生きていく場所もっとなくなる」

サ「それに、このまま、森がどんどんなくなってしまったら人間たちだって生きていけなくなってしまうのじゃ。」

プ「そうなんだ。木ってとっても大切なんだね。」

サ「今植えてるこの木たちは未来の生き物たちへのワシからのプレゼントなんじゃ」

火「プレゼント？僕もプレゼントするぅ～」

プ「うん。僕達も手伝うよ！」

《プロキオンが穴を掘って、火星人が８本ずつ木を植える》

サ「ふぅ～これで５０年後が楽しみじゃな。手伝ってくれてありがとう。ところで君達は何をしにきたんだい？」

プ「火星でも育つクリスマスツリーを探してるんだ」

サ「ほぉー、クリスマスツリーか。うむ、それなら知っておるぞ。ここからずっと行ったところに『伝説の泉』というのがある。お前達の探しているツリーの種はそこにあるじゃろう。」

プ「伝説の泉？それってどこにあるの？」

サ「そうさの、星座たちがおしえてくれるじゃろう、聞いてみなさい」

と「伝説の泉、見つけるの大変！」

プ「見つけてみせるよ！」

火「みせるよ！」

サ「ほっほっほっ頼もしいのぉ」

プ「行こう！」

火「行こう！」

《嬉しそうに出発する二人を見送るサンタさん。おじいさんの頭の上に鳥がくちばしでぽこっと帽子をかぶせる。》

《サンタさんの顔がアップになってウインク》

　　ＳＥ　シャラララ～ン♪

（見ていた人たちにはサンタさんだとわかる）

火「ねぇ、どうやって探すの？」

プ「まずはふたご座さんに聞いてみよ！」

火・プ「ふたご座さ～ん♪」

カ「おっ二人とも。ツリーは見つかったのか？」

プ「ツリーの種が、伝説の泉っていうところにあるんだって。伝説の泉ってどこにあるか知らない？」

カ「伝説の泉？わが弟ポルックス、伝説の泉を知ってるか～い？♪」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ふざけている感じ）　　

ポ「カストル兄さん、それは金色の泉のことじゃないか～い♪」

（素にもどる）

カ「おぉそうだ。俺も聞いたことがある。オリオンさんが詳しく知ってるんじゃないか？」

ポ「あぁ、オリオンさんならきっと教えてくれるさ」

プ「そっか。ありがとう、ふたご座さん」

火「オリオンさん？」

プ「うん、オリオンさんに聞いてみよう」

プ「オリオンさ～ん、伝説の泉ってどこにあるの？」

オ「伝説の泉？あぁ、金色に輝く泉のことかね？西の方の森の中にあると聞いたことがあるよ。おひつじさんが伝説の泉を守っているとか・・・」

プ「おひつじさん？西の方だね！ありがとう」

火「ありがとう」

（西に向かっていく）

う「どこいくんだも～」

プ「あっおうしさん！」

う「どこいくんだも～」

プ「伝説の泉に行くんだ」

う「あっちだも～」

プ「ありがとう！」

火「ありがとう！」

《音楽がかかって泉が見えてくる》

プ「あっあれじゃない？！」

火「あれだね！」

プ「よし、行ってみよう！」

ＳＥ　ヒューン　（ＵＦＯ着陸）

《突然、おひつじさんがにゅっと出てくる》おひつじさんはバリバリの博多弁。

ひ「誰だ！お前達は！」

プ「えっえっと・・・ぼくはプロキオン、この子は火星人。あなたがおひつじさん？」

ひ「そうだ。」

プ「ぼくたちツリーの種を探してるんです。どこにあるか知りませんか？」

ひ「種？。。。知っとる。だが、ここから先に入ることは許さん。」

プ「えぇ～なんで～？！」

ひ「前に教えたら泉を汚されてしまったったい」

プ「僕たち泉を汚したりしないよぉ。」

火「しないよ～」

ひ「そうか？約束できるか？」

プ・火「うん！！！」

ひ「んっ・・・・やっぱり教えん」

プ「なんでだよぉ～！」

ひ「だってよぉ～お前ら・・・どうしてそんなに種がほしいんだ？」

プ「この子ね、クリスマスツリーがほしいんだって。でも、火星には木がないんだよ。だから、この子に火星でも育つツリーをどうしてもプレゼントしたいんだ！」

ひ「そうか・・・そういうことなら、分かった教えてやろう。ただし、自分達の力でやるんだぞ」

火・プ「うん！」

ひ「泉のほとりにみえるあの大きなツリーのてっぺんにある星。そこに種があるったい。その種に泉の水ばかけると芽が出るったい。」

プ「なるほど・・・。そうか、わかったよ！ありがとう」

火「ありがとう」

ひ「ばってん、・・・・けっこう大変だぞ。」

プ「大丈夫、何とかやってみる」

プ「ぼくの上に乗って！」

火「うん！」

火星人、プロキオンの上に乗る。

木をよじのぼる。

ＳＥ　ダダダダダダダ・・・・・

プ「どう？取れる？」

火「う～ん（取れない）」

《よたよたしている。火星人は必死に手？足？をのばすが届かずに、プロキオンからボテッと落ちる。》

（どこからか星座さんたちの声が聞こえてくる。）←ざわざわした感じ

カ「おぉ、二人とも。大丈夫かー？」

ポ「種は見つかったか～？」

プ「あーっみんな！あの木のてっぺんに種があるんだ。でも、二人じゃ取れなくて・・・

ポ「よし！二人とも俺の上にのるんだ！肩車だ！」

プロキオン、火星人ポルックスの上に乗る。

火「届かないよ～」

カ「よし、分かった！ポルックス俺の上に乗れ！」

ポ「よし！」

それでも届かない。

オ「よし、みんな、俺の上に乗るんだ。ここは力もちの出番だな！」

（皆、オリオンさんの上にのる。）

火「とっ取れないよ～」

う「みんな、上にのるも～」

（おうしさんのうえが一番下になる。）

カ「どうだ？とれるか？」

火「う・・・んもう少し・・・」

う「くっくるしいも～」

《ぐらぐらして落ちそうになる。》

皆「うぅっうわぁ！」

火「こわいよーっおっ落ちちゃうよ～」

プ「もう少し、頑張って！」

ポ「頑張れ！あとちょっとだ！そうだ、みんなも頑張れって応援してくれ、いくよー！せーの！」

皆「頑張れ～！」

火「うぅっとっ届きそう・・・」

ポ「もう少しだ！」

カ「もっと大きな声で頑張れっていってくれ、いくよー、せーの！」

皆「頑張れ～」

プ「えーい！！」

火「ピーッ！」

ＳＥ　ドンガラガッシャ～ン（皆、崩れ落ちる）

皆「うっうわぁ？！」

プ「イタタタタタ・・・・」

火「ピキーッ！！！！」

プ「えっ？たっ種だー！！！」

《２つぶ取れる。手を開いたら２つぶあった！！》

プ「やったぁ～！！！！皆、応援ありがとう！」

火「ありがとう～！」

ひ「よく頑張ったな！はようこの泉の水ばかけんね」

プ「そうなの？かけてみよう」

（二人で泉の水をすくって種にかける）

《種から芽がシャラララン～♪と二つでる。》

プ・火「やったぁ～！！！」

プ「これで火星でもクリスマスツリーが飾れるね！頑張って育ててね！」

火「うん！あ、これ１コあげる！」

プロキオンに一つの芽を渡す。

プ「えっいいの？」

火「うん、おそろい！」

プ「ありがとう、ぼくも大切に育てるよ」

見つめあう二人。

プ「元気でね」

火「うん！ばいば～い」

《火星人、どこからか現れたＵＦＯにのって帰っていく。》

《皆で火星人を見送っている。》

（サンタさんがそりに乗ってとおりすぎる）

（正面で）

サ「ほっほっほっ！今夜もクリスマスツリーがきれいじゃのう～」

ウインクして微笑みながらさって行く。

☆エンディング後

《「２年後」の文字が現れる》

《プロキオンが望遠鏡を覗いている。プロキオンの隣には小さな木が。》

プ「あっあの赤い星は火星？」

（プロキオン、木を見つける。）

プ「あーっ！！！」

《木には「地球の友達からのプレゼント」というプレートがかかっている。》

